




































































































































































するため、第 1 ・ 2 に選択された先生と友人に出会った





























































































































































　　8　良いところを見つけてくれる人 .77 .10 .19
　11　話を聞いてくれ認めてくれる人 .77 .19 -.13
　　1　真正面から受け止めてくれる人 .72 .13 .19
　12　頼りになる人 .65 .20 .14
　10　一人前の人間として扱ってくれる人 .61 .09 .11
　　4　あたたかい人 .59 .08 .11
第2因子：前向きな存在（３項目）
　　5　社交的で明るく行動的な人 .20 .72 .09
　　2　好奇心旺盛な人 -.02 .71 .27
　　7　前向きな人 .26 .57 .03
第３因子：大人的存在（３項目）
　　9　信念を持っている人 .37 .24 .55
　　6　厳しく指導してくれる人 .03 .03 .54

























































平均 （SD) 平均 （SD） t値
『自分を認めてくれる存在』 3.76 (0.34) 3.35 (0.54) 4.04***
『前向きな存在』 3.32 (0.60) 3.15 (0.61) 1.35
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